
市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

・環境対策について
・就学援助について
・職員、臨時職員等の待遇改善について

宮迫　勝 議員 P18

・思いやりふるさと寄附金推進事業について
・岩川小学校改築の計画について
・桜ヶ丘市営住宅建て替えについて

岩水　豊 議員 P23

・ 県営土地改良事業（シラス対策事業）
　竹山地区について
・定住促進事業について
・再造林の推進について
・農業公社設立について
・ヘルプカードの普及推進について

伊地知　厚仁 議員 P17

・定住・移住促進について
・農業公社について
・林業振興について

今鶴　治信 議員 P22

・消防行政について
・農業政策について
・財部駅周辺の開発について

久長　登良男 議員 P16

・道路管理について
・河川管理について
・大川原キャンプ場周辺状況について

松ノ下　いずみ 議員 P21

・民間ホテルの誘致について
・ 高原病院の移転問題と末吉中央公民館の
　対応について

海野　隆平 議員 P15

・なぜ、介護保険料値上げの提案か
・子牛の100万円以上の税申告について
・指定管理制度の改善を
・ 市民のなかで広がる貧困化の実態と
　その対策を

徳峰　一成 議員 P20

・大隅町アヤベ㈱九州工場火災事案について
・職員の安全管理について
・財政状況について
・高規格道路都城志布志道路橋野
　インターチェンジ設置について

上村　龍生 議員 P14

・蔵之町地区廃ビニール洗浄施設について
・曽於市内地域外からの入学、転校について
・市営住宅の空き家について
・大隅町アヤベ㈱九州工場火災について

渕合　昌昭 議員 P19

一般質問
10名の議員登壇

13 ☆政治家が落成式、開店祝い等への花輪を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 

会
社
再
建
・
従
業
員
雇
用
支
援
を
行
い
た
い

大
隅
町
ア
ヤ
ベ
㈱
九
州
工
場
火
災
支
援
策
は

ちょっと

　ひとりごと

　

今
の
と
こ
ろ
軽
微
な
事

故
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
状

況
が
続
く
と
重
大
な
事
故
発

生
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
発

生
件
数
減
少
対
策
は
。

　

全
職
員
へ
安
全
運
転

徹
底
の
周
知
や
、講
話
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
講
じ
て
、
交
通
事

故
減
少
、
根
絶
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

　

机
上
の
対
策
だ
け
で
な

く
、
全
職
員
向
け
実
技
運
転

講
習
等
の
体
験
学
習
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　

今
後
計
画
し
た

い
。

　

地
域
住
民
か
ら
、
高
規

格
道
路
都
城
志
布
志
道
路
橋

野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

に
よ
り
、
都
城
、
志
布
志
へ

の
移
動
時
間
の
短
縮
、
こ
れ

に
伴
い
生
活
の
利
便
性
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
、
救
急
医

療
、
災
害
時
の
対
応
等
様
々

な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

と
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
陳
情
が
な

さ
れ
た
が
、市
長
の
認
識
は
。

　

地
元
か
ら
設
置
要
望

が
市
及
び
鹿
児
島
県
に
出
さ

れ
、
大
隅
地
域
振
興
局
と
協

議
を
重
ね
て
き
た
。
市
の
多

額
の
事
業
負
担
と
期
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
か
が
課
題
と

考
え
る
。

　

今
後
の
会
社
の
再
建
の

方
向
性
は
。

　

市
と
し
て
は
、
現
地

に
会
社
再
建
を
し
て
ほ
し
い

と
伝
え
て
い
る
。
た
だ
、
同

社
は
再
建
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
再
建
の
気
持
ち
は
あ
っ

て
も
言
え
る
段
階
で
は
な
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　

市
当
局
の
、
会
社
再
建

や
元
従
業
員
雇
用
に
関
す
る

支
援
策
は
。

　

設
備
投
資
や
従
業
員

の
雇
用
に
関
し
て
、
市
の
条

例
に
基
づ
き
支
援
し
た
い
。

　

近
年
の
公
用
車
事
故
発

生
件
数
の
推
移
は
。

　

こ
こ
数
年
は
増
加
傾

向
で
あ
る
。

職
員
の
安
全
管
理
・
交
通
事

故
対
策
は

高
規
格
道
路
橋
野
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
は

上村　龍生 議員

政策の、善し悪しは

今ではなく歴史が証明！

工事中の高規格道路橋野付近

曽於市議会だより　№ 52　H30 年５月１日発行 14



　

中
央
公
民
館
の
敷
地
面

積
と
、
駐
車
場
の
面
積
は
。

　

中
央
公
民
館
の
移
転
先

に
つ
い
て
は
。

　

売
却
方
向
で
代
替
地

を
検
討
し
て
い
る
。
総
合
的

に
判
断
し
た
い
。

　

資
金
調
達
、
建
設
計
画

を
含
め
ナ
ガ
ヤ
マ
と
の
話
し

は
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。具
体
性
は
あ
る
の
か
。

　

代
表
取
締
役
永
山
弘

人
氏
か
ら
以
前
提
案
が
あ
っ

た
「
ホ
テ
ル
そ
お
」
の
事
業

計
画
書
を
、
再
度
検
討
し
て

も
ら
い
、
自
己
資
金
と
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
、
民
間
企

業
か
ら
の
支
援
な
ど
協
議
中

で
あ
る
。

　

ナ
ガ
ヤ
マ
以
外
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
を
誘
致
す
る
目

途
は
あ
る
の
か
。

　

神
奈
川
県
横
浜
市
の

Ａ
Ｆ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
コ
ン

サ
ル
に
依
頼
し
て
い
る
。
屋

久
島
町
出
身
の
会
社
経
営
者

で
あ
り
、
ホ
テ
ル
経
営
の
実

績
も
あ
る
。
本
市
の
ホ
テ
ル

建
設
に
つ
い
て
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。
じ
っ
く
り
と

進
め
て
い
き
た
い
。

　

医
療
拠
点
と
し
て
の
高

原
病
院
の
位
置
づ
け
は
。

　

街
中
心
部
に
あ
る
高

原
病
院
は
、
市
民
の
健
康
及

び
生
命
を
守
る
大
事
な
基
幹

病
院
で
あ
る
。

　

病
院
の
新
設
と
駐
車
場

確
保
と
併
せ
て
末
吉
中
央
公

民
館
の
土
地
取
得
に
関
す
る

要
望
書
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
受
け
取
っ
た
か
。

　

末
吉
中
央
公
民
館
は

昭
和
37
年
建
設
で
、
耐
震
基

準
に
満
た
な
い
た
め
、
現
地

建
替
な
ど
含
め
公
民
館
施
設

整
備
検
討
委
員
会
で
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
土
地
建
物
評

価
額
を
算
出
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
当
初
予
算
案
に
評

価
額
鑑
定
委
託
料
を
計
上
し

た
。
協
力
で
き
る
も
の
は
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

民
間
ホ
テ
ル
の
誘
致
は

ちょっと

　ひとりごと

高原病院の移転につい

ては 5 年前から話しが

あった。

海野　隆平 議員

高原病院の移転問題と末吉中
央公民館の対応は
市長／ 末吉中央公民館の売却については総合的に

判断しながら検討していきたい

末吉中央公民館

15 ☆政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れすることは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 

財
部
中
央
分
団
詰
所
に
隣
接
す
る
買
収
地
に
建
築

す
る
計
画
で
あ
る

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
財
部
分

署
新
築
場
所
は

ちょっと

　ひとりごと

　

財
部
中
央
分
団
員
の
駐

車
場
に
つ
い
て
問
題
は
な
い

か
。　

問
題
は
な
い
と
思

う
。

　

今
後
取
り
組
み
を
希
望

さ
れ
て
い
る
地
区
は
。

　

14
団
地
が
整
備
を
希

望
、
5
団
地
が
取
り
組
み
を

検
討
中
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
区
画
整
備
及

び
圃
場
整
備
が
必
要
な
地
域

は
な
い
か
。

　

整
備
を
必
要
と
す
る

地
域
が
あ
る
。

　

財
部
駅
周
辺
の
開
発

は
。

　

財
部
駅
を
活
か
し
、

地
元
食
材
を
活
用
し
た
居
酒

屋
な
ど
が
入
っ
た
屋
台
村

を
、
今
年
度
設
置
す
る
商
店

街
活
性
化
検
討
委
員
会
で
協

議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

　

空
き
家
が
多
く
街
の
機

能
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
認

識
さ
れ
て
い
る
か
。

　

財
部
駅
周
辺
か
ら
県

道
2
号
線
と
市
役
所
財
部
支

所
一
帯
は
、
空
き
家
が
多
い

状
態
と
認
識
し
て
い
る
。

　

曽
於
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

は
。　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
20
年
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
で
あ
り
、
市

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
。

　

建
築
の
目
途
は
い
つ
か
。

　

平
成
30
年
度
に
実
施

設
計
と
地
質
調
査
を
し
、
10
月

か
ら
本
体
工
事
に
着
工
、
来
年

3
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　

計
画
予
定
地
は
、
交
差

点
、
通
学
路
及
び
駐
車
場
等

を
考
え
た
と
き
に
問
題
だ
と

思
う
が
。

　

他
の
地
域
で
も
交
差

点
近
く
に
建
築
さ
れ
て
い
る

所
も
あ
る
。
ま
た
駐
車
場
に

つ
い
て
も
問
題
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

久長　登良男 議員

人口増対策は

まちの開発が急務だ

計画予定地

財部駅の全景

現在の財部分署

圃
場
整
備
の
現
状
は

財
部
駅
周
辺
の
開
発
は

曽於市議会だより　№ 52　H30 年５月１日発行 16



　

降
水
量
1
時
間
あ
た

り
66
㎜
、
毎
秒
15
ｔ
で
計
画

し
、
暗
渠
部
分
は
90
㎝
か
ら

１
５
０
㎝
へ
変
更
す
る
の
で

対
応
で
き
る
。

　

排
水
は
月
野
川
へ
流
す

が
月
野
川
の
対
策
は
。

　

管
理
者
で
あ
る
、
鹿

児
島
県
へ
現
状
の
説
明
や
河

川
改
修
等
に
つ
い
て
も
、
陳

情
・
要
望
等
を
し
て
い
る
。

　

定
住
促
進
事
業
で
の
分

譲
、
支
援
事
業
は
。

　

今
回
2
地
区
を
宅
地

分
譲
す
る
。
今
後
も
用
地
の

取
得
や
、
分
譲
地
建
設
の
要

望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
支

援
は
住
宅
政
策
と
保
護
者
負

担
軽
減
な
ど
、
子
育
て
支
援

の
充
実
と
新
規
就
農
や
、
企

業
誘
致
、
雇
用
対
策
な
ど
支

援
に
努
め
る
。

　

再
造
林
の
状
況
は
。

　

森
林
の
伐
採
面
積
が

年
々
増
え
て
い
る
。
平
成
28

年
度
は
４
０
０
ha
を
越
え
て

い
る
。
再
造
林
は
進
ま
ず
、

関
係
者
も
限
界
で
あ
る
が
今

後
も
協
議
を
進
め
再
造
林
を

支
援
し
て
い
く
。

　

災
害
時
の
流
木
対
策
は
。

　

流
木
対
策
は
残
さ
流

出
防
止
や
地
ご
し
ら
え
を
関

係
者
に
推
進
し
て
い
く
。

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及

推
進
の
状
況
は
。

　

広
域
的
な
取
り
組
み

が
大
切
で
、
県
と
協
議
し
て

導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
。

※ 

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、『
障

が
い
の
あ
る
、
手
助
け
を

必
要
と
す
る
人
』
と
『
手

助
け
を
す
る
方
』
を
つ
な

ぐ
た
め
の
意
思
表
示
カ
ー

ド
で
す
。

　

農
業
公
社
設
立
で
の
Ｊ

Ａ
・
ナ
ン
チ
ク
・
市
の
役
割

は
。　

運
営
形
態
、
設
立
時

期
、
出
資
金
の
割
合
、
事
務

所
の
位
置
、
予
算
措
置
に
つ

い
て
合
意
し
て
い
る
。
当
初

は
農
作
業
受
委
託
作
業
と
農

作
業
サ
ポ
ー
ト
支
援
、
自
社

直
営
事
業
を
計
画
し
て
い

る
。

　

竹
山
地
区
シ
ラ
ス
対
策

事
業
で
の
排
水
は
。

県
営
土
地
改
良
事
業
（
シ
ラ

ス
対
策
事
業
）
の
現
状
は

定
住
促
進
事
業
に
関
す
る

支
援
は

再
造
林
の
推
進
の
状
況

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
推
進

ちょっと

　ひとりごと

曽於市の農業を守る

事業でありたい。

伊地知　厚仁 議員

農業公社の進捗は

市長／ 大枠で合意している

受委託作業中

ヘルプカード

17 ☆政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 

県
と
立
入
り
調
査
・
指
導
し
て
い
る

景
観
と
安
全
・
安
心
を
守
れ

ちょっと

　ひとりごと

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

で
苦
情
等
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
6
件
ほ

ど
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
県
全
体
で
規
制
強
化
で

き
る
よ
う
、
県
に
提
案
し
て

い
き
た
い
。

　

臨
時
職
員
の
人
数
は
。

　

臨
時
職
員
１
３
６

名
、
非
常
勤
職
員
78
名
、
合

計
２
１
４
名
で
あ
る
。

　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

賃
金
・
報
酬
引
き
上
げ
を
望

む
声
が
あ
る
が
。

　

臨
時
職
員
は
日
額
単

価
で
平
成
28
年
度
１
０
０

円
、
平
成
29
年
度
は
２
０
０

円
引
き
上
げ
た
。
今
後
も
随

時
検
討
し
た
い
。
非
常
勤
職

員
は
平
成
30
年
度
に
、
5
職

種
に
つ
い
て
引
き
上
げ
る
予

定
で
あ
る
。

　

臨
時
職
員
の
待
遇
に
関

す
る
国
の
法
律
が
改
正
さ
れ

た
が
。

　

平
成
32
年
度
よ
り
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
な

り
、
期
末
手
当
や
退
職
手
当

の
支
給
が
可
能
に
な
る
。
こ

れ
に
は
条
例
改
正
が
必
要
と

な
る
。

　

就
学
援
助
で
入
学
準
備

金
の
支
給
状
況
は
。

　

中
学
校
の
新
入
生

は
2
月
に
支
給
す
る
。
小
学

校
の
新
入
生
に
つ
い
て
は
、

ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
あ

り
、
入
学
前
支
給
の
決
定
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

手
続
き
の
中
で
民
生
委

員
の
意
見
を
求
め
る
項
目
が

あ
る
が
必
要
か
。

　

努
力
義
務
で
あ
り

強
制
で
は
な
い
。

　

末
吉
道
の
駅
近
く
に
、

農
機
具
等
が
う
ず
高
く
積
ま

れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
市

民
か
ら
「
道
路
に
崩
れ
て
こ

な
い
か
心
配
だ
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
景
観
や

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

条
例
等
は
完
備
し
て
い
る
の

か
。　

景
観
等
を
規
制
す
る

条
例
等
は
な
い
が
、
環
境
基

本
条
例
を
も
と
に
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
立
入
り
調

査
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

塀
の
中
で
し
っ
か
り
と

管
理
す
る
よ
う
に
指
導
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

頑
丈
な
塀
を
設
置
し

て
、
塀
の
高
さ
を
超
え
て
積

ま
な
い
よ
う
に
指
導
を
し
て

い
る
。

臨
時
職
員
等
の
待
遇
改
善

就
学
援
助

宮迫　勝 議員

強制力のある

条例が必要です。

崩れてこないか心配な農機具
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事
業
者
の
財
産
で
あ

る
以
上
、
行
政
と
し
て
限
界

が
あ
り
引
き
続
き
粘
り
強
く

撤
去
の
交
渉
を
重
ね
て
い
く
。

　

人
口
減
少
対
策
に
古
い

市
営
・
市
有
住
宅
を
撤
去
し

て
有
効
活
用
の
考
え
は
。

　

耐
用
年
限
が
木
造
住

宅
の
場
合
30
年
、
準
耐
火
構

造
は
45
年
以
上
の
空
き
家
に

つ
い
て
、
用
途
廃
止
し
た
住

宅
は
解
体
撤
去
し
、
更
地
に

し
て
財
政
課
へ
所
管
替
え
し

た
う
え
で
宅
地
分
譲
等
を
検

討
し
て
い
く
。

　

昨
年
末
テ
レ
ビ
・
新
聞

等
で
報
道
さ
れ
た
ア
ヤ
ベ
㈱

九
州
工
場
火
災
に
つ
い
て
そ

の
後
の
現
状
は
。

　

撤
去
等
の
見
積
も
り

が
終
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、

現
場
に
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

あ
る
。

　

従
業
員
が
パ
ー
ト
を
含

め
80
名
近
く
が
働
い
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
現
状
は
。

　

従
業
員
の
2
月
以
降

給
料
等
は
火
災
前
の
待
遇
が

保
障
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
た
従

業
員
の
給
料
等
は
会
社
規
定

に
よ
り
1
月
分
ま
で
支
払
わ

れ
て
い
る
。

　

大
規
模
校
か
ら
小
規
模

校
へ
の
転
入
学
の
現
状
は
。

　

現
在
、
特
認
校
制

度
を
導
入
し
て
い
る
小
規
模

校
は
、
高
岡
小
・
中
谷
小
学

校
で
あ
る
。

　

通
学
区
域
の
基
準
は
。

　

通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
で
は
番
地
で
は
な
く

集
落
単
位
に
設
定
し
て
い

る
。

　

蔵
之
町
地
区
に
廃
ビ

ニ
ー
ル
の
問
題
か
ら
早
々
3

年
。
現
在
ま
で
の
現
状
は
。

　

昨
年
3
月
議
会
で

一
般
質
問
を
受
け
て
市
民
課

で
は
7
月
に
社
長
と
面
談
を

行
っ
た
。
今
後
の
計
画
と
徹

去
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
計
画

書
等
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
行
政
と
し
て
の
取

り
組
み
及
び
内
容
は
。

築
年
数
の
古
い
市
営
・
市

有
住
宅
の
状
況
は

大
隅
町
ア
ヤ
ベ
㈱
九
州
工

場
火
災
後
の
現
状
は

通
学
区
域
外
か
ら
の
入
学
、

転
校
の
現
状
は

ちょっと

　ひとりごと

アヤベ九州工場で働いて

いた皆さん 1日も早い元

の生活になりますように

渕合　昌昭 議員

蔵之町地区廃ビニール施設の
現状は
市長／ 撤去の交渉を重ねていく

放置されている廃ビニール

再建が望まれるアヤベ工場

19 ☆政治家がお中元やお歳暮を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 

保
険
料
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
で
あ
る

な
ぜ
、介
護
保
険
料
値
上
げ
の
提
案

ちょっと

　ひとりごと

　

一
頭
１
０
０
万
円
を
超

え
る
農
家
が
増
え
て
お
り
、

確
定
申
告
が
必
要
な
た
め
農

家
に
戸
惑
い
が
み
ら
れ
る
。

市
は
こ
れ
ら
の
農
家
に
、
早

め
の
通
知
と
、
て
い
ね
い
な

援
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

昨
年
は
、
１
０
０
万

円
を
超
え
た
農
家
は
２
８
３

戸
で
４
４
５
頭
で
あ
っ
た
。

今
後
通
知
を
出
し
、
対
応
し

て
い
く
。

　

合
併
後
、
市
の
お
も
な

施
設
の
管
理
が
指
定
管
理
制

度
に
変
わ
っ
た
。
た
だ
入
札

選
考
基
準
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
、
あ
る
い
は
協
定
書
の

締
結
が
遅
い
な
ど
改
善
す
べ

き
点
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。　

指
摘
さ
れ
た
点
は
、

参
考
に
し
て
改
善
し
た
い
。

　

高
齢
者
の
多
く
が
わ
ず

か
な
年
金
収
入
で
あ
る
な

ど
、
市
民
の
な
か
で
貧
困
化

と
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

様
々
な
角
度
か
ら
、
今
後
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。
副
収
入
を
増
や
す
こ
と

な
ど
市
の
対
策
は
。

　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

介
護
保
険
料
の
値
上
げ

が
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
、
値
上
げ
が
必
要

か
。　

利
用
者
増
や
人
件
費

の
引
き
上
げ
な
ど
で
、
保
険

料
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の

歳
出
は
増
え
て
い
な
い
。
一

方
歳
入
は
、
子
牛
の
高
値
な

ど
で
保
険
料
収
入
が
増
え
て

い
る
。
現
状
で
値
上
げ
は
必

要
な
く
、
賛
成
で
き
な
い
。

　

曽
於
市
の
保
険
料
は

県
内
で
は
下
位
で
あ
る
。
今

回
の
引
き
上
げ
の
条
例
改
正

に
ご
理
解
を
得
た
い
。

子
牛
の
１
０
０
万
円
以
上

の
税
申
告

市
民
の
な
か
に
広
が
る
貧

困
化
と
そ
の
対
策
を

指
定
管
理
制
度
の
改
善
を

徳峰　一成 議員

介護保険料の値上げはしな

い、取り組みと努力を ! !

道の駅の商品（高齢者の副収入）

曽於市議会だより　№ 52　H30 年５月１日発行 20



　

周
回
道
路
の
整
備
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
未
更

新
の
ま
ま
だ
が
。

　

対
策
会
議
を
開
き
、

管
理
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

指
定
管
理
者
か
ら
の
情
報

も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

く
。

　

財
部
十
文
字
自
治
会
内

市
道
に
お
け
る
今
後
の
交
通

安
全
対
策
は
。

　

県
警
本
部
に
速
度
規

制
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

　

県
道
４
９
１
号
大
川

原
・
小
村
線
の
草
払
い
の
今

後
の
対
策
は
。

　

危
険
で
草
払
い
が
必

要
な
箇
所
が
あ
れ
ば
、
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
対
応
し
て
い

く
。

　

溝
ノ
口
川
の
桐
原
自
治

会
周
辺
の
寄
り
州
除
去
の
対

策
は
。

　

平
成
30
年
度
に
桐
原

の
滝
の
下
流
か
ら
自
治
会
周

辺
ま
で
除
去
が
実
施
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　

桐
原
の
滝
遊
歩
道
の
防

護
柵
が
壊
れ
て
い
る
が
、
現

状
を
把
握
さ
れ
て
い
る
の

か
。　

平
成
22
年
の
災
害
に

よ
り
崩
壊
し
た
。
今
後
、
安

全
柵
を
設
置
し
て
の
整
備

か
、
全
体
的
な
整
備
か
検
討

し
て
い
く
。

　

山
中
の
テ
ン
ト
・
遊
歩

道
・
滝
下
公
園
の
対
策
は
。

道
路
管
理

河
川
管
理

ちょっと

　ひとりごと

曽於の財（宝）が

埋もれている

松ノ下　いずみ 議員

大川原キャンプ場周辺の維持
管理は
市長／ 今後安全性を含め管理していく

早期改修が望まれる防護柵

狭くて草が繁る県道

早期除去が望まれる溝ノ口川

21 ☆政治家が町内会の行事や催し物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 
今
後
は
地
域
振
興
住
宅
に
か
わ
る

　
　
　

宅
地
造
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

定
住
・
移
住
促
進
対
策
は

ちょっと

　ひとりごと

　

具
体
的
な
定
住
促
進
対

策
は
。

　

平
成
29
年
度
は
末
吉

の
堂
園
地
区
と
大
隅
の
坂
元

地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
7
区
画
宅

地
造
成
す
る
。
平
成
30
年
度

は
大
隅
南
地
区
に
12
区
画
造

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

公
社
の
事
業
内
容
と
設

置
場
所
は
。

　

事
業
内
容
は
、当
初
、

耕
種
部
門
の
農
作
業
受
委
託

作
業
を
考
え
て
い
る
。
公
社

設
立
後
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
、
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
事
業
の
機
械
整
備
を
図

り
粗
飼
料
の
生
産
と
販
売
、

受
委
託
に
取
り
組
む
。

　

維
持
費
は
い
く
ら
か
。

　

農
業
公
社
の
経
費
は
、

６
４
０
０
万
円
で
事
業
収
入

を
引
く
と
約
１
６
０
０
万
円

の
不
足
を
生
じ
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

過
去
4
年
間
の
伐
採
面

積
と
植
林
面
積
は
。

　

現
在
、
植
林
の
あ
と
3

年
間
の
下
払
い
の
補
助
を
5

年
間
に
す
る
考
え
は
な
い

か
。　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　

過
去
5
年
間
の
曽
於
市

外
へ
の
市
民
の
転
出
と
市
内

へ
の
転
入
の
人
数
は
。

　

過
去
３
年
間
の
転
出
・

転
入
の
年
代
別
は
。

農
業
公
社
事
業

林
業
振
興
事
業

今鶴　治信 議員

今、真剣に再造林に

取り組まないと

環境破壊の危惧
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寄
付
金
額
だ
け
で
な

く
、
経
費
が
7
億
5
千
6

百
万
円
か
か
り
2
億
8
千
万

円
が
、
実
質
活
用
で
き
る
こ

と
を
、
説
明
す
べ
き
で
は
。

　

市
政
説
明
会
な
ど
で

報
告
す
る
。

　

新
年
度
の
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
な
い
が
、
岩
川
高

校
跡
の
譲
渡
時
期
、条
件
は
。

　

県
と
の
譲
渡
契
約

が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
見

送
っ
た
。
4
月
に
無
償
譲
渡

契
約
の
予
定
。
公
共
施
設
と

し
て
活
用
が
条
件
で
あ
る
。

　

4
月
に
契
約
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
当
初
予
算
に
計
上

す
べ
き
で
は
。

　

6
月
議
会
に
補
正
予

算
で
提
案
し
た
い
。

　

17
億
円
以
上
の
大
型
事

業
で
あ
る
。
補
正
予
算
で
は

な
く
、
当
初
予
算
に
入
れ
る

べ
き
で
は
。

　

補
正
予
算
で
対
応
し

た
い
。

　

入
居
者
の
希
望
ど
お
り

現
地
建
て
替
え
か
。
今
後
の

計
画
は
。

　

現
地
建
て
替
え
で
。

平
成
31
年
度
着
工
、
平
成
32

年
度
完
成
予
定
で
、
4
〜
5

階
建
て
（
40
戸
）
と
木
造
2

階
建
て
2
棟
（
20
戸
）
を
予

定
。
で
き
る
だ
け
転
居
回
数

を
1
回
に
す
る
。
指
摘
の
と

お
り
、
入
居
者
に
再
三
の
計

画
見
直
し
で
、
迷
惑
を
お
か

け
し
た
。

　

寄
付
金
に
係
る
経
費
と

実
質
活
用
で
き
る
額
は
。

　

ま
た
、
他
市
町
村
へ
の
寄

付
額
は
。

　

活
用
で
き
る
額
は
、

約
2
億
9
千
万
円
に
な
る
。

岩
川
小
の
改
築
計
画
は

桜
ヶ
丘
団
地
の
建
て
替
え
は

ちょっと

　ひとりごと

ふるさと納税の全額は

活用できない

岩水　豊 議員

ふるさと納税の経費は
市長／ 返礼品及び事務経費を合わせると
　　　７億５千６百万円である

老朽化した市営住宅

ふ
る
さ
と
納
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

7 5 6

23 ☆政治家は答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の挨拶状を出すことは禁じられています。（公職選挙法より）




